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ウ）�荒神さまのお餅焼き

荒神さまのお餅焼きは、個人宅、集落の別なく、ホンゲンギョウが催行されるところでは、多くの場所で

行われている。

荒神さまのお餅焼きとは、炊事場・竈の神として知られる荒神さまへのお供えものであった鏡餅を、ホン

ゲンギョウのオキとなった炎であぶり、やや焦げ目のついた餅を家々に持ち帰り、家族で分け合って食べる

風習である。神聖な火であぶった餅を食すことで、一年の無病息災を願う気持ちが込められている。
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写真 焼かれたお餅
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⑶�おわりに

これらの行事を通して、町民がこの伝統を続けている誇りと、地元を愛する心を育んでいることを感じる。

また、家族や親戚、久しぶりに会った近所同士や知人が言葉を交わし、旧知を温める場となり、コモッタ

キに見る親頭をはじめ子どもたちがそれぞれの役目を立派に果たしている姿に、地元の宝である子どもた

ちの成長を喜ぶ日ともなっている。

福岡都市圏に入る本町ではあるが、江戸から昭和前期に建築された農家住宅や社殿、そして『元禄絵図』

に描かれる道や田んぼなど農村景観を今なお多く残し、そこここで農耕祭事が神社と町域を舞台に多世代

の氏子たちによって執り行われ、季節の節目を物語る歴史的風致をつくりだしている。

地域で行われる民間行事は、歴史的農家建築や『元禄絵図』に描かれる道路や水路などを舞台や背景

として執り行われ、時の流れと社会の変化によって大きく変容してきているが、村落的つながりを残す地

域では、かつての姿をとどめ、人々の絆を確認するように本町のむかしながらの歴史的風致が今に受け継

がれている。

❸まとめ
正月行事に終わりを告げるホンゲンギョウは、町域に上がるホンゲンギョウの炎の柱と朝日が入れ替わり、

新たな年の平穏無事を願う町民の日常生活の始まりを告げている。また、その時につくられるきんどの守

りは、各家の守り神として、新たな生活に入る本町の人々の心の支えになるとともに、本町の家々の表・裏

の姿を形づくる重要な文化遺産となっている。

図 ホンゲンギョウにみる歴史的風致
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図 地域の祭事にみる歴史的風致


